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研究成果の概要（和文）：南宋仏画の制作の場を考察することは、中国の周縁に位置する朝鮮や日本で、多様な中国の
土俵から、何が取捨選択され、どのようなフィルターを通して受容されたのかを知る格好の材料となる。本研究では、
従来、無視されてきた南宋の都杭州における仏画制作の多様な様相を理解するための有効な概念モデルを提示した。一
部の作例について寧波仏画とする見解もあるが、宮廷画壇との直接的な交渉をもたない寧波仏画は、議論の枠組みとし
て杭州仏画の存在を前提としなければ、南宋絵画史上、十分に機能しない。南宋仏画の故郷における様相の解明は、南
宋絵画史にとどまらず、東アジア絵画史全般についての議論の枠組みを再構築するものとなった。

研究成果の概要（英文）：Considering the original place of Southern Song paintings in Buddhist subject is a
ctually very important to elucidate what from an immense background of China, Korea and Japan deprived of,
 and also to understand Korean or Japanese filter of adoption. By proposing a conceptual model for their p
roduction background in Hangzhou which has been ignored in the perspective of the Southern Song painting h
istory until today, the study clarified their importance and multifaceted appearances. Even if the paintin
gs have its origin from Ningbo, how could they have relations to the central canonical visual forms? In th
is case, we also need to consider their prototypes in Hangzhou which could have more direct interactions w
ith the Imperial Painting Academy. To discuss about their production origin, inevitably conducted us to re
construction of the new perspective of the history of the paintings of the Southern Song Period and East A
sia.
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１．研究開始当初の背景 

中国の南宋時代に制作された仏画は、

現存作例のほとんどが日本に伝来してき

たことから、従来、日本の中世仏画の制

作における規範的な役割に焦点があてら

れ、中国絵画の日本への影響伝播、ある

いは日本における中国絵画の受容という

観点から議論されてきたため、南宋仏画

の作品間に見られる多様性は等閑視され、

個々の作品をうみだした南宋時代におけ

る文化的・社会的なコンテクストへの関

心は希薄であった。1990年代を迎えると、

日本の美術史学における新たな研究動向

に刺激され、南宋仏画の研究においても、

美術概念にもとづく制度の解明とその批

判、近代国民国家を前提とする自国美術

史の歴史観を東アジア的観点から相対化

する作業が継続され、南宋仏画をとりま

く制作当時のコンテクストの解明に飛躍

的な進展がみられ、神奈川県立美術館や

奈良国立博物館における特別展の開催を

とおして網羅的な展観が相次いだ。こう

した特別展の開催にともなう作品の網羅

的な展観や国際的な研究関心は、既存の

南宋絵画史の枠組みでは容易に解釈でき

ない様式的振幅をもつ作品群を、如何に

コンテクストの解明とあわせて南宋絵画

史に位置づけうるのかという新たな問題

をも提起するに至っていた。たとえば、

寧波仏画の担い手であった陸信忠の作例

や、大徳寺五百羅漢図を制作した林庭珪

や周季常の作例では、南宋の都杭州の宮

廷絵画や、中央以外の諸地域における過

去の絵画伝統に対する理解や距離も、画

家や個々の作品間において、必ずしも整

理された様態を示しているわけではない。

とくに大徳寺五百羅漢図の制作地が、都

の杭州かそれとも寧波かで容易に決着を

みないのは、この間の複雑な事情を如実

にしめすもので、既存の宮廷や都を中心

とする南宋絵画史の枠組み自体をも、大

きく揺るがす状況がうまれている。 

本研究は、こうした研究現況に鑑みて、

南宋仏画の諸作例を、正しく南宋絵画史

の時空に位置づけることを目的とし、南

宋絵画史の枠組み自体を再構築するため

に立案された。 

 

２．研究の目的 

本研究は、その重要性が遅れて認知さ

れるに至った南宋仏画の諸作例を正しく

南宋絵画史の時空に位置づけることを目

的とし、1)従来の宮廷や都を中心とする

南宋絵画史の枠組みを批判的に検討し、

2)南宋の領域内における中央と地域との

関係性に筋道をつけ、3)東アジア世界に

おける中国と周縁との関係性を視野にお

さめ、最終的に 4)南宋仏画の位相を定置

しうる南宋絵画史の枠組みを再構築し、

概念モデルとして提示する。 

 

３．研究の方法 

南宋仏画の位相を定置しうる南宋絵画

史の枠組みを再構築するための概念モデ

ルを構築すべく、国内外でのワークショ

ップを継続的に開催し、また積極的に国

外での発表を行い、美術史、東洋史、宗

教史の研究者を交えた学際的な観点から、

大徳寺五百羅漢図をはじめとする南宋仏

画について、その社会史・地域史的意義、

グローバルアートとしての今日的意義に

ついて議論した。 

1)「南宋絵画研究の現況と課題 I─李唐をめ

ぐって」(九州大学文学部:2012 年 2月 6

日) 

南宋の宮廷画壇を代表する李唐におけ

る北宋絵画の援用、南宋仏画における李唐

画の受容について議論した。 

発表者：井手誠之輔（九州大学）、陳韻如

（台北故宮博物院） 



2）Harvard 500 Luohan Workshop(ハーバー

ド大学:2012 年 2月 18 日)、ハーバード

大学 Yukio Lippit 氏と共催。 

大徳寺伝来の五百羅漢図に関する最新

の研究成果にもとづいて、井手とともに、

北澤菜月(奈良国立博物館)、Sukhee LEE 

(Rutgers University)、Phillip BLOOM 

(Harvard University)、Gregory LEVINE (UC 

Berkeley)の都合 5名が研究発表を行い、

学際的な観点から議論した。 

3) 「南宋仏画とその周縁」（佐賀県立美術

館：2012 年 2月 25 日、26 日） 

佐賀県立美術館における鏡神社所蔵の

水月観音像の特別陳列にあわせ、宋代絵画

の朝鮮における受容やイコンとしての機

能について協議した。 

討議：井手誠之輔(九州大学)、ユキオ・リピ

ット(ハーバード大学)、京谷啓徳(九州大学) 

4) 「南宋仏画と儀礼」（九州大学文学部：

2013 年 2月 27 日） 

南宋仏画の意味と機能について、その絵

画表象から考えることを目的とし、宋代の

仏教儀礼と仏画との関係性について議論

した。 

発表者：井手誠之輔（九州大学）、谷口耕

生(奈良国立博物館) 

5) 「南宋時代仏教絵画の諸問題」（東京大

学東洋文化研究所：2014 年 1月 6日）コ

ーディネーター：板倉聖哲（東京大学） 

研究発表とあわせて、「南宋における

仏教絵画をめぐる場―寧波と杭州、宮廷

と民間、寺院と儀礼・信仰―」と題し、

参会者で議論した。 

発表者：井手誠之輔（九州大学）、Phillip 

BLOOM（インディアナ大学） 

 

４．研究成果 

研究代表者が提示してきた寧波仏画と

地域社会との関係性の概念モデル（挿図 1）

を参照しつつ、それを南宋の都杭州におけ

るさまざま宗派と宮廷画壇との関係性の

文脈の中へ転換し、南宋仏画の位相をしめ

す概念モデル（挿図 2）を新たに作成した。 

 

挿図１ 

 

挿図 2 

 

これらの概念モデルについては、国内外

でのワークショップ等で開示し、多方面か

らの議論を参照しつつ修正した。従来の一

面的な把握ではなく、寧波であれ、杭州で

あれ、仏画と地域社会という観点から導き

出される多面的かつ有機的な構造をもつ中

国の絵画史の文脈は、それらを受容した中

国の各地域や朝鮮や日本の周縁国において

どのような選択肢があったのか考える上で

も有効なモデルとなる。 

また南宋仏画のもっとも重要作となる大

徳寺伝来の五百羅漢図については、これま

での研究を総合的にまとめ、『大徳寺伝来五

百羅漢図』(思文閣出版)に反映させること

ができた。南宋絵画研究の再構築をめざし、 

基本的な概念モデルと作品研究の基礎資料

の双方を学界に提示できたことは、本研究

の成果として最も意義が深い。 
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